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第２回ビクター高柳会講演 

 

 説明資料                                講演 

私の世代は、高柳先生から、直接ご指導頂いた経験

はなく、新入社員研修や初年度研修で、ご本人から、

お話を聞けた最後の世代です。 

! 

高柳先生は、「テレビの父」のイメージがあまりに

強いのですが、本日は、ＶＨＳへつながる、健次郎

先生のＶＴＲ開発について、お話しします。 

! 

情報元は、 

ビクター７５周年記念に出版された「燃える魂」～

先駆け技術への挑戦～に、廣田さんが中心になって

まとめられたビデオ編と、 

高柳財団の高柳健次郎先生研究ノートからです。 

数多い研究ノートの整理は、故大森さんによってな

されました。 
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第２回ビクター高柳会講演 

 

高柳先生の研究ノートは、昭和２０年９月から、

始まっています。 

! 

昭和２０年には、テレビ研究の了解を得るため、

ＧＨＱと交渉をされています。 

! 

ビクターには、昭和２１年７月に、東芝山口会

長、津守社長を介し、入社されました。 

! 

同じ年の８月、現在の映像メディア学会、テレビ

ジョン同好会を設立されています。 
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第２回ビクター高柳会講演 

 

昭和２８年２月１日に、テレビ本放送が開始されま

した。 

！ 

昭和３１年までには、高柳先生の研究ノートに、Ｖ

ＴＲに関した記述はありません。 

！ 

佐藤正明著「映像メディアの世紀」に、 

1955年映像メディアの世界に大きな衝撃が走った。

プロ向け中堅オーディオテープレコーダメーカー

米アンペックス社ニュースリリース 

「ギンスバーク博士を中心とする 6 人の若手技術

者が、音だけでなく、映像も収録できる放送局用白

黒ＶＴＲを開発、1年後に発売」 

高柳は、その日のうちに、若手技術者を集めて、檄

を飛ばした。 

「ビクターは、音の缶詰のレコードと蓄音器を作る

ために設立された。私は、内々ビクターの次なる仕

事は、絵と音の缶詰を実用化すること。放送局用で

は、遅れをとったが、何としても家庭用で取り戻し

たい。」 

とあります。本当に、高柳先生が、その日のうちに

檄を飛ばされたか？わかりませんが、白石さんのコ

メントに、「音のレコード時代に、既に絵の出るレコードのことを考えておられた。」とありますので、アンペックスの発表で、家庭用ＶＴＲ開発へ

の思いをさらに、強くされたのではないでしょうか。 
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右上の写真が、アンペックスの開発者６名です。ギ

ンスバーク博士以下、６名の少数で、開発されまし

た。  

! 

特筆すべきは、広帯域を必要とするＦＭ変調を磁気

記録に用いたこと 

この非常識な新技術を発明したのが、写真左のチャ

ールズアンダーソン。 

! 

写真右から３人目が、当時アルバイトで、開発に参

加したドルビー。後に、オーディオの Dolby方式を

開発します。 

! 

チャールズアンダーソンの非常識な新技術ＦＭ変

調記録のおかげで、４ヘッドＶＴＲは、実用レベル

に到達、昭和３１年 ＮＡＢに出展、５日間で、 

１００台の注文受注。 

テープ幅は、２インチ、価格４万５千ドルの白黒Ｖ

ＴＲでした。 

 

 

 

このアンペックスの新発明ＦＭ特許を使用しないように、高柳先生から、ビクター開発者に、一貫した指示があり、これが、ビクターの信号処理開

発へ繋がりました。 
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昭和３３年になり、健次郎先生の研究ノートに、 

ＶＴＲテーマが出てきます。 

ＶＴＲテーマを赤字で示します。 半分近くがＶＴ

Ｒテーマです。 

! 

昭和３３年２月には、ＮＨＫ技研の調査をされ、 

ＮＨＫは１台アンペックスを、購入して、試験後、

あと１台輸入の要否を決定する。 

ＮＨＫ独自の方式で完成し、国産化したい。 

などの調査内容です。 

! 

そして、いよいよ昭和３３年６月２３日研究方針を

決定 

当社として、VideoTapeの研究を急速に進めること

とし、その基礎研究及び AmpexModel の工業化につ

き計画書を作成し、設備及び研究人員の拡充を計る

ことを部長に指示した。 

! 

ＶＴＲのビクター研究開発がスタートです。 
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約１年後の昭和３４年８月  

開発期間１年で、４ヘッドＶＴＲ開発試作完了。 

レコード技術中心であったビクターとして、とても

短期間の試作完成と思います。 

! 

同時に、２ヘッドＶＴＲ「ＫＶ－１」の開発がスタ

ートしています。 

そして、５ヵ月後の１２月「ＫＶ－１」完成。 

! 

翌年、昭和３５年１月９日には、 

２ヘッドＶＴＲ「ＫＶ－１］を発表しています。 

! 

研究ノートによれば、昭和３４年９月１２日 

東芝新方式ＶＴＲを見学とあります。 

これは、長男の高柳俊氏と、一緒に東芝１ヘッドＶ

ＴＲを見学されています。 

! 

これがきっかけとなり、この１ヘッドＶＴＲを改良

し、２ヘッドヘリカルスキャンを、 

高柳先生が、発明されていますが、 

研究の流れからみると、２ヘッドヘリカルは、もっ

と前に、着想されていたように感じます。 
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これが、高柳先生の２ヘッドヘリカルスキャン方式

特許です。 

! 

昭和３４年１０月９日の出願、松下・ソニーの出願

が、１週間遅れで続きます。 

! 

ビクターは、これ以降、２ヘッド方式のみ追求。 

! 

高柳先生は、２ヘッドだから可能になるアジマス記

録まで見通されたのか？ 

その先進性は素晴らしいものがあります。 
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左上が、開発された、２ヘッドＶＴＲ「ＫＶ－１」

の写真。 

何と、ドラム径は、巨大な４０ｃｍです。 

東芝１ヘッドＶＴＲを見学後、土曜・日曜 高柳先

生ご自宅で、健次郎先生と長男の俊氏で、ＶＴＲ開

発を１か月以上、アイデア検討されています。 

高柳先生のお孫さんにあたる、吉村さんによれば、

健次郎先生は、茶筒を少し開け、その部分をヘッド

に見立てて、紙テープを当てながらヘリカルスキャ

ンＶＴＲの説明を、学生の吉村さんにされ、とても

わかり易かったそうです。 

健次郎先生、俊氏にとって、東芝方式は、テンショ

ンが掛かり過ぎ、家庭用商品は作りにくいが、ヘリ

カルスキャンのアイデアは良い、テープに１フィル

ド斜め記録もアイデアは良い。これらから、２ヘッ

ドヘリカルスキャン方式の発明を思いつかれてい

ます。 

! 

一方、実務の研究所員は、巨大な４０ｃｍの２ヘッ

ド方式よりも、２０ｃｍ１ヘッド方式に魅力を感 

ずるも、先生は、ネクタイで、首を絞める方式は駄

目なんだよと、コメントされています。 

ドラム径４０ｃｍは、先生にとって、放送局用を作り、次のステップとして、ヘッドを良くし、テープも改良し、相対速度を落として、 

ドラム径を小さくし、絵が出るような努力をする。それが近道との持論、先々の見通しを持たれていました。 
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これが、久里浜高柳記念ホールに展示されている、

２ヘッドＶＴＲの基本特許に関する、健次郎先生の

研究ノートです。 
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昭和３６年に、入ると、VTRの研究テーマが、１枚

全て赤いテーマとなるように増えてきます。 

勿論、テレビや他のテーマも研究されていますが、

ここでは、VTR研究テーマを載せています。 

! 

当時は Jitterが最大の問題で、ご自分でも日夜（車

の中でも）解決策を考え、部下に指示しながら推進。

３６年１２月に入って解決の見通し立つも、NHKは、

４ヘッド方式を採用へ。 

! 

放送局市場をターゲットとした、VTR技術開発の時

代であり、AMPEXとの特許交渉、特許回避策研究を

しつつ、自ら技術アイデアを次々出して、特許出願

するとともに部下に説明し、実現に努められた事が

わかります。 
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その研究が、昭和３８年４月１５日に、「家庭用 VTR

の原型」発表となりました。左の写真は、昭和３８

年４月１５日付朝日新聞の記事です。 

「世界で一番小さくもっとも能率が良い」という家

庭用テレビ録画装置が日本ビクター研究開発本部

で完成、晴海で開かれる国際見本市に出品される。 

録画装置の心臓といわれる「磁気ヘッド」に画期的

な発明が秘められているといい、録画テープの幅 

を放送局用の半分にした点が特徴だという。 

この装置があれば、見たい番組は録画しておいて、

暇なとき見られるし、 

小型のテレビカメラを併用すれば、８ミリ映画より

も手軽に愛児や愛妻のテレビを自作して、いつでも、

何度でも繰り返し映してみることができる。 

録画テープは、１時間分で、５，６万円。これが半

値になれば経済的にも大きな意味を持つという。  

これを可能にしたのは、磁気ヘッドの飛躍的な改善

だ。 

磁気ヘッドは、蓄音機でいえば、針にあたる部分だ

が材料も構造も従来のものとは、ガラリと変わっ 

ているという。新しいヘッドは、半永久的に使え、

感度も従来より、数倍高いという。 

と、記事に書かれています。高柳先生の家庭用 VTRのコンセプト、思いがここに詰まっています。また、ビクター技術担当取締役 高柳健次郎氏の

話が載せられ、磁気記録の重要要素、VTR用ヘッドに大きな革新が有ったこともわかります 
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未発表の特許が、この単結晶フェライトヘッド特許

です。  

このヘッドについて、高柳先生は、「テレビ事始め」

にかって磁気ヘッドの研究に取り組んでいた頃、ヘ

ッドの摩耗が激しくて困りきっていた時に、横浜国

大の船渡川教授が、世界で初めてフェライトの結晶

を作ったが、利用出来ないか？と言ってこられた。

と書かれています。 

昭和３６年単結晶フェライトヘッドの開発を任さ

れたのが、入社３年目廣田さん。 

船渡川研究室の単結晶は、高周波特性は良く、硬度

も高かった。しかし、硬いけれど、もろく、ギャッ

プがどうしても奇麗なエッジにならず、VTRヘッド

として使うと、ぼろぼろ欠けてきて、特性が落ちる。 

ありとあらゆる物でギャップに試作したが改善出

来ない時、フィリップス文献からガラス溶着のヒン

トを得て完成。 

おかげで、４月の発表に間に合う。開発期間は、２

年足らず、材料系研究開発として短いと思います。 

その後、単結晶と、テープとの摺動ノイズ（コンタ

クト雑音）を研究し、最適の結晶軸を探し当てる。 

そして、この後、小型化、狭ギャップ化など高性能

化して、VHSのキーバーツへ。他社よりも進んだヘッド技術は、S‐VHS やハイビジョン VHS開発時、システムを決める重要な要素となりました。 
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ここまで、家庭用 VTRを実現するための革新的な重

要な技術 

・FM変調記録 ・２ヘッド VTR ・フェライトヘッ

ドについて、お話しましたが、もう一つ、「家庭用

VTRのカラー化」のテーマがあります。 

家庭用小型 VTRカラー化には、大きな技術的課題 

・カラーTV信号を、安定に記録出来る周波数帯域が

確保出来ない 

・再生信号には、時間的な揺れがあり、カラーTV受

像機で、安定した色がつかない。 

・カラーTVサブキャリアの影響で、ビート妨害が生

じる。 

一方、高柳先生は、AMPEXと FM特許交渉難航中であ

り、「あんなゴロツキみたいな会社の特許は使うな」

との指令が出され、ビクターの研究者は、「AMPEX特

許を逃れる」各方式開発を進めました。 

昭和４０年入社４年目 建築音響から VTR 開発へ

転じた藤田さんも開発を担当。 

・その頃、磁気テープ上、低域周波数帯域を、有効

に利用する着想を得た。 

・バースト信号から、高速 APC回路を用いたヘテロ

ダインカラープロセスで、 カラー位相安定化をす

るアイデア特許を出願。周りからは、応答速度が遅く、否定的な意見も。しかし、新入社員と試作、すごく奇麗なカラーが出て驚く。と藤田さんも

書かれています。・「電波科学誌」のコラムに、カラーアンダーに関する記述があり、廣田さんが、試作の絵を見て、本当だろうか？と 顔を洗って、

もう一回再確認する位、奇麗なカラー。・ビート妨害は、水平ライン間で、逆相になる、低域周波数を選定記録する特許で 解決しました。 
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「燃える魂」に、高柳先生から教わった事、エピソ

ードを 

・白石勇磨さん 

・上野吉弘さん 

・田中冨之さん 

・廣田昭さん 

が、それぞれ書かれています。 

その内容から、大きな影響力が有った事がわかり

ます。 

! 

今回、「高柳健次郎先生と VHS」について、語り継

いでくださいとのお話を頂きました。 

! 

VHS開発と言えば、高野さん、白石さん、廣田さん

があまりにも、有名ですが、 

ビクター事業規模で、 

＊VTRの研究開発をどうして始めたのか？ 

＊VHSが発売されるまでの２０年間、VTRの研究開

発を継続し続けられたのか？ 

! 

「高柳先生の情熱、先見性、指導力が、VHSに繋が

った」と実感しました。 
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これは、有名な高柳先生が示された、技術社員像

です。 

皆さんご存知の「フォーチュンは前髪がない」も、

勿論あります。 

! 

白石さんが組織された「VHS開発メンバー」は、と

ても個性的な集団で世間一般のマネージとも異な

っていました。 

私が直接指導を受けた廣田さんは、研究テーマに

ついて、新しい工夫、考案されたことを直接担当

者に話され、開発を進めるスタイルでした。 

研究所企画の武田さんから、高柳先生の開発推進

スタイルを聞くことがありましたが似ていました。 

! 

研究開発そのものに加え、組織、管理、研究推進な

ども受け継がれたのかもしれないと感じています。 
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昭和４８年 ＶＨＳが世に出る３年前、 

高柳先生が、特約店の方へ、講演された項目です。 

自筆で、講演内容をまとめておられます。 

テレビ、ＶＣＲほか、ハイビジョンテレビ、立体テ

レビそして未来が見えるテレビまで、語っておら

れます。 
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これは、私が高柳先生から、直接お話を聞けた、昭

和５３年の新入社員教育内容です。 

! 
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私は、高柳先生が、ＩＥＥＥマイルストーン賞を

受賞されたとき授賞式典が行われた、浜松市の静

岡大学工学部を訪問しました。 

写真は、高柳先生の胸像と記念プレートです。 

! 

静岡大学にも、高柳記念館があり、そこに、 

自分も見たことないビデオがあり 

そのビデオを、高柳財団より、借用しましたので、 

これから、上映します。 

! 

その中に、八王子研修センターで、お話される高

柳先生や、 

世田谷の自宅で、長男俊氏と２ヘッドＶＴＲの研

究をされるシーンが 

あります。 

! 

以上です。ありがとうございました。 

 


